
平成２７年度 長岡高校スーパーサイエンスハイスクール

名 称
「Chemistry experiments in English」

（ALT の英語による化学実験）

期 日 平成 2８年１月 2１日（木）

対 象 ２年生理数科

目 的

・科学英語の表現方法を学び，科学英語への関心・意欲を持たせると

ともに，「科学英語」表現の知識を深める。

・科学が諸外国ではどのように授業されているかを体験し，授業形態

の差異や日本人と外国人の科学概念の差異を体験させる。

内 容

本校ＡＬＴが英語を使って，理科実験を行う。

実験内容：化学「反応熱（融解熱と中和熱）の測定」

～温度センサーを用いた温度計測，パソコンで反応熱のグラフを描こう～

本校ＡＬＴが，英語教員・理科教員と

ともに，英語で理科実験を指導します。

反応の温度変化を温度センサーで計測

し，パソコンでグラフを描きます。

ＡＬＴへの質問も英語で行います。 実験プリントも英語です。グラフから温度

差を読み取り、溶解熱と中和熱を計算します。



アン

ケー

ト

評価

Q1 英語での実験を行うということを聞いてどのように感じていましたか。

楽しみだった 16.4% すこし楽しみだった 57.4%

どちらかというといやだった 23.0% いやだった 3.2%

Q２英語での実験の指示は，よくわかりましたか。

よくわかった 32.8% すこしわかった 59.0%

あまりよくわからない 6.6% まったくわからない 1.6%

Q３自分の英語を使う能力は，実験前と後で向上したと感じましたか。

向上した 9.8% やや向上した 27.9% 変化なし 62.3%

やや低下した 0% 低下した 0%

Q４自分の英語学習への意欲は，変化しましたか。

向上した 11.5% やや向上した 55.7% 変化なし 32.8%

やや低下した 0% 低下した 0%

Q５英語での実験の授業を，どのように感じましたか。

楽しかった 32.8% やや楽しかった 55.7%

どちらかといえばつまらなかった 9.9% つまらなかった 1.6%

Q6 また機会があれば，英語での実験の授業を受けたいと思いますか。

受けたい 32.8% どちらかといえば受けたい 49.2%

どちらかといえば受けたくない 14.8% 受けたくない 3.2%

感想

など

・先生の教え方がわかりやすく，実験をスムーズに行えた。

・知らない単語が多く，学習不足をひしひしと感じたし，悔しかった。

・英語での実験は，前にやったとき（物理と生物）は理解できず嫌だったが，

今回は少し理解できて楽しかった。

・すべての英語を理解することはできなかったが，ジェスチャーやスクリー

ンがあり何とか理解した。

・すべて英語での指示だったので，いつも以上に集中力を高めて実験に取り

組めた。

・化学物質や実験器具の英語表記を知れて良かった。

・事前に実験プリントが配付されていたら，もっと単語の意味がわかり実験

も理解できたと思った。


